








要約:川崎病冠状動脈障害者 94 例の服薬コンプライアンスの調査を、アンケート法で施行

した。全体の解答率は 71%であった。アスピリン服用中の解答例 65 例中で、無怠薬例は 48%、

月 1-5 回の怠薬例は 34%、月 6 回以上の怠薬例が 18%であった。1 年分の投薬を受け取っ

ている 43 例中でも怠薬の無いものは 63%であった。服薬コンプライアンスは 1 日の服薬

回数が多い薬剤ほど低下した。川崎病冠状動脈障害治療に当たっては怠薬の事実を認める

必要があり、作用時間が長く、服薬回数の少ないアスピリン治療の良さが認識された。


